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年頭のご挨拶 

 皆様、おはようございます。 

 新年あけましておめでとうございます。本年もどうか生徒の皆さん、保護者の皆様、協

栄の職員の皆様、カフェΦの皆様、そして教職員の先生方のご健康とご多幸を心より祈念

いたします。年末年始と厳しい状況が続いておりますが、改めまして皆様とともに新年の

始業日を迎えることができ大変にうれしく思っています。ありがとうございます。 

 一年の計は元旦にあり。皆さんは新年を迎え新たな気持ちでどのような目標を掲げられ

たでしょうか。本校は今年で創立 96 周年を迎えます。この 4 月には学校法人永守学園と

合併し、新たな教育創造に向かう歴史的な年を迎えました。「世界のどの舞台に立っても

堂々と自分の意志で行動できる人間を育てる」。この建学の精神を私たちは心に刻み、今年

も皆さんの才能を伸ばし、一人前の社会人としての礎を培う教育に努めてまいります。ど

うかよろしくお願いいたします。 

新年早々嬉しい出会いがありました。この 5 日、昨年日本プロ野球界で沢村賞を受賞さ

れました京都外大西高等学校出身の中日ドラゴンズエースピッチャー大野雄大さんがご来

校されました。日本プロ野球創成期伝説の投手として今も野球の歴史に名を刻まれている

本校の同窓生である沢村さんの銅像を前にして、京都出身の投手として沢村さんに敬意を

表し、沢村賞のトロフィーを抱え受賞のご挨拶に来られたのでした。時を同じくして、当



日、本校出身の横浜ベイスターズピッチャー上茶谷さんが朝から北グランドで自主トレー

ニングをなさっておられました。そこで、上茶谷さんは大野さんにご挨拶をされ沢村賞受

賞のお祝いの言葉を述べておられました。 

本校は、これまで 3 万 5 千人の同窓生の皆さんが建学の精神を体し、これまで社会の担

い手として、そして今もこの社会を支えています。それが本校の誇りです。今回、改めて

沢村さんの功績を称えるとともに、同じ京都の地で中学・高等学校時代野球に勤しまれ、

今ではそれぞれのチームの先発ピッチャーとして活躍されているお二人がチームは違えど

も、これからも互いに一生懸命に努力し、日本プロ野球界をけん引していこうと健闘をた

たえ合う姿を目の当たりにし、プロとして互いを敬い、そしてプロ野球選手として高い目

標を掲げ、自分のプレーで多くの方々に勇気や喜びを伝えたいという使命感をひしひしと

感じました。上茶谷さんは「今年は自分が沢村賞を受賞できるよう精一杯努めます」と力

強い言葉をいただきました。沢村さんが日頃から口にされていた「わしは真っすぐが好き

や。それ打たれたらまた練習したらええ」という言葉を思い出し、自己鍛錬を信念とする

沢村さんを思い、大野さんと上茶谷さんの今年更なるご活躍を心から祈念しました。 

 さて、元日の新聞を読んでおりまして、世界中が環境問題の具体的解決に向け動き始め

た記事が目に留まりました。日本も 2050 年までに二酸化炭素など温暖化ガスの排出を実

質ゼロにすると宣言しました。人類はこれまで絶え間ない技術革新により農業革命で穀物

生産を伸ばし、産業革命で工業生産を飛躍的に増やし、そして 20 世紀末の情報革命では社

会をデジタル化し、私たちの生活は快適な日々を過ごせるようになりました。しかしなが



ら、一方で人類の営みでこれまで増え続けた二酸化炭素の排出をゼロにする革命が私たち

に求められています。すでに、太陽光発電、火山の熱で発電する地熱発電、風力発電をは

じめ化石燃料に代わるエネルギーの開発が進んでいます。まさしく、SDGs で謳われてい

る 17 項目を自分事として 10 年後の 2030 年には持続可能な社会を実現に向け、皆さんは

その担い手として期待されていますし、必ず実現することが使命なのです。 

昨年も皆さんは授業、部活動、ボランティア活動、行事の成功に向け積極的な活動を繰

り広げられました。年頭に当たり、自分の強みを大いに生かし、自分が掲げた高い目標を

成し遂げる尊い日々を過ごすことが必ずやこの世の中から求められる人として成長するこ

とにつながると信じてやみません。皆さんひとり一人の可能性は無限大にあります。家族

の皆様をはじめ皆さんを支えてくださっているすべての皆様に感謝し、今年も努力に努力

を重ねましょう。その結果、皆さんには目の前に素晴らしい人との出会い、新たな景色が

広がることでしょう。高校 3 年生はいよいよ大学共通テスト、そして 2 月入試へと向かい

ます。将来を見据えくれぐれも健康に留意し大切な一日一日を過ごしてほしいと心から願

っています。 

厳しい日々が続きます。医療従事者の皆様をはじめあらゆる分野で私たちの生活を守っ

てくださっている皆様に心から感謝すると同時に、自分は今どのような行動をとるべき

か、ということを常に心がけ立場をわきまえた説活を送ることが大切です。10 年後、皆さ

んがこの世の中を支える心優しいプロとして成長されますことを今年も心から期待してお

ります。 



 結びにあたりまして、近隣の皆様に新年のご挨拶を申し上げます。健やかな新年をお迎

えのこととお慶び申し上げます。旧年中は本校教育に対しまして格別のご理解とご協力を

賜りありがとうございました。本年も将来ある生徒に対する教育活動に努めてまいりま

す。旧来変わらぬご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げまして年頭のご挨拶といた

します。ありがとうございました。 


